
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

ライナー

ティエンス

騎手

11

4080

通じ合う意識

貧民街の生まれだった　小さい子が生き残るには大変な環境
狩人として生きる　誰かを殺した　油断ならない環境が君を育てた（スカウト）
生贄に捧げられた　神に選ばれている　無理やり巻き込まれて冒険に出た

10

11

7

10 8 28 4

8 4 22 + 2 4

5 8 1 25 + 2 4

6 13 30 5

3 15 25 4

8 9 1 25 4

ファイター

プリースト/炎武帝グレンダール

エンハンサー

ライダー

10

8

4

11

タフネス

武器習熟A/スピア

防具習熟A/金属鎧

マルチアクション

頑強

超頑強

魔法拡大/数

2122

1-281

1-282

1-292

1-279

2-228

1-289

交易共通語

汎用蛮族語

○ ○

○

キャッツアイ

ガゼルフット

マッスルベアー

ビートルスキン

高所攻撃

攻撃阻害

HP強化

騎獣強化

探索判定

超HP強化

特殊能力開放

超高所攻撃

獅子奮迅

八面六臂

特殊能力完全解放 ブラックベルト専用化

セービングマント専用化

50

50

96 196

10 14 14 14

0

0

0

ドントレシアの堅忍大鎧 21

14

8

9ファイター

A:ノーマルスピア+1［20/1］

A:ノーマルスピア+1［20/1］

ダイゴの槍
与えたダメージの1/5回復　アビス：命中+1 C値-1　真偽判定-4 魔法文明語しか喋れない

1H

1H騎

1H

20 -1

20 -1

25

13

13

14

10 15 25

10 15 38

9 15 25

冒険者セット

-27700

3 24 72 14 9 110

15/× 0 16 15 51

神聖魔法 8 12

聖王の冠

狩人の目

セービングマント

筋力増強の腕輪

ブラックベルト

聖印

敏捷増強の腕輪

1ゾロでも魔力点分回復する

魔物知識判定に成功すると命中+1

ここは空の下の町。常に暗闇に纏われた町。貧民街やスラムなどと呼ばれている場所。
この町は公的には存在しないことになっている。もちろん住民として国に認められていない。故に国からぞんざいな扱いを受ける。
町の中はある程度の秩序は保たれていたが、犯罪や”殺人”は横行していた。昨日隣で話してたヤツが死ぬなんてザラだ。
だから人がいなくなっても気付かない。
権力者達はこれを利用して奴隷にする、被検体にする、”生贄に捧げる”、なんて話も割とある話。俺もその被害者の一人。
どこかのお偉いさんが神に捧ぐ生贄として適当に見繕ってたらしい。また若い女が攫われるんだろうな、とか思ってたらまさかの俺。
どうやら”神に選ばれた”らしい。迷惑な話だな。
まぁ死と隣り合わせの場所で生まれた割には長く生きれたかな。最期なんてやっぱあっけないものなんだな。とか考えてた。
そんな時、冒険者を名乗るやつが現れた。曰くどこかからの依頼なんだそうだ。そういう事情は知ったこっちゃないが、渡りに船だった。
今ではあの人たちに感謝してる。あのスラムには戻りにくくなって色んなところを渡り歩いてるが、スラムにいるだけじゃしれないこともあ
った。
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